
   

防災塾 実施報告書 

 

玉川総合支所地域振興課 

奥沢まちづくりセンター 

 

（１）実施日  令和 6 年 2 月 29 日（木曜日）午後 6時 30 分～午後 8時 30 分 

 

（２）場 所  奥沢まちづくりセンター 活動フロアー 

 

（３）参加人数 41 名（会場参加者） 5 名（オンライン参加者） 

（奥沢・東玉川地区区民防災会議委員・地区在住者・区職員） 

 

（４）テーマ  防災講演会『在宅避難はなぜ必要なのか！？』 

 

（５）講師   せたがや防災ＮＰＯアクション 

代表 宮崎 猛志 氏 

 

（６）実施内容 

   奥沢地区の防災力の向上を目的として、奥沢・東玉川地区区民防災会議委員お

よび地区在住者と共に防災講演会を開催した。 

 

（７）成果物 

別紙１ 一般参加者募集チラシ 

別紙２ 当日の様子（写真） 

別紙３ アンケート結果 

別紙４ 講演資料 
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奥沢地区防災塾 当日の様子 

 

 

 

開会 

 

開会の挨拶 

 

 

講演の様子 

 

 

質疑応答 

 

 

 

 

 

講演の様子 

 

 

閉会のあいさつ 
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アンケート回答数（無記名方式） 31

①知っていた 20

②知らなかった 4

③聞いたことはあったが具体的には知らなかった 7

①長かった 2

②ちょうど良かった 21

③もっと聞きたかった 8

①わかりやすかった 30

②ちょうど良かった 1

③難しかった 0

〇引き続き、このテーマでお願いしたいです。
〇在宅の場合、高齢者の場合、近所の人と普段から関連をもっていること。
〇首都直下型について。
〇今回は地震を想定したご講演でしたが、洪水・火災を想定した防災で共通できる
点、別に考えておくべき点を教えていただきたいと思います。
〇東京都の取り組みをご教示いただきたい。
〇大田区・目黒区等の支援物資集積所でも利用してよいのか聞いてみたかった。利
用できるのであれば近いので場所をお聞きしたかった。
〇救助についても一般の人々が活躍していると聞いています。その辺りの話を聞き
たい。
〇発災時に奥沢では具体的にどう動くかを知りたい。本日の講演会の広報・告知が
足りなかったように思う。昨年は気付かなかった。
〇新しい情報を常に聞きたいので、同様のものでも結構です。
〇トイレです。養老孟司先生も地震とトイレ、その他諸々を心配されておられました。
〇奥沢・東玉川の具体的な避難についてのお話をお聞きしたいです。
〇さらに具体的な細かいテーマ毎で深掘りする機会をお願いしたい。ありがとうござ
いました。
〇個人で出来る備蓄品の量の目安と家族の人数の量の備蓄の量に限りが出るが、ど
の適度まで拡げるのか。
〇どこかで災害が起こると、そのたびに必要なもの、備えておくもの、備え方、避難の
しかたなどが更新されていくので、新しくなったものや、そのやり方などを学べる講
演。今回のように実態に即したお話。

奥沢・東玉川地区区民防災会議『防災講演会』アンケート結果

１　今回のテーマである「在宅避難」について知っていましたか？

２　講演の時間はいかがでしたか？

３　講演の内容はわかりやすかったですか？

４　今後、防災に関するどのような内容の講演を聞いてみたいですか？
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５　本日の感想やご意見をご自由にお書きください。
　　（本日の講演を聞いてみて、ご自宅で取り組んでみたいと思った在宅避難の備えがあればお書きください。）

〇まず、７日間を乗り切るために、自宅でどうしておくか、備えておくかを家族で話し
合いたいと思います。
〇実際に震災に遭われた方との直接のご経験は実感あるアドバイスだと受けとめま
した。有益な時間でした。ありがとうございました。
〇家・物の見直し。近所関係を大切にする。
〇バッテリーの備蓄が必要かと思いました。
〇在宅避難について深く学べた。
〇避難所運営に関する地域住民の役割の重要性をお聞きできました。お客様ではな
く、自らスタッフとなれるよう知識とスキルを身に付けたいと思います。
〇現状を知ることができました。貴重なお話をありがとうございました。
〇具体的なお話が聞かれてとても良かったです。今後の活動に活かしていきたいと
思います。
〇備えはある程度あると思っていましたが、今度見直そうと思います。本日は大変参
考になりました。ありがとうございます。
〇自分たちで避難場所での活動を行うということをお聞きしました。お客様で行って
しまうところでした。お話聞けて良かったです。
〇電源の確保、トイレの対応を取り組みたい。

〇「フェーズフリー」の取り組みを実施したい。
〇貴重なお話を聞くことができ、とても参考になりました。フェーズフリー商品を日
常のストックに取り入れてみたいです。
〇家族でもう一度話をしようと思いました。
〇講師宮崎様の多くの体験からのよどみない講話はありがたい限りでした。宮崎様
はじめ関係者の方々の無理せずの健闘をお祈り申し上げます。
〇私はまだ体がよく動くので、在宅避難の為の準備をしたいと思いました。非常用ト
イレ、水、長期保存の食料など、すぐに準備したいと思います。
〇ローリングストックについて、もう一度深く考えてみたいと思いました。
〇備蓄品の確認
〇能登半島地震のことも聞くことができて良かったです。初めての参加で、質問した
かったのですが言い出せず、人間も建物も高齢化しているマンションの避難について
知りたかったです。
〇物量もふくめ見直したい。貴重なお話ありがとうございました。
〇トイレの水が流せないことがあるとの話でしたので、簡易トイレの種類を選ぶ。水の
確保ができる方法で天水槽は有効か？
〇まずはカセットコンロとボンベのリニューアル。看板の検討。在宅避難だとわかって
もらうためにどうしたらよいか。要支援者を避難所に連れて行く方法はどうしたらよ
いのだろう。今の支援体制を考える必要あり。
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防災塾 実施報告書 

 

玉川総合支所地域振興課 

九品仏まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和６年３月１９日（火曜日）午後１時３０分～４時３０分 

（２）場所  九品仏まちづくりセンター 活動フロアー 

（３）参加人数 ２７名（避難所運営委員２１名、講師１名、講師補助職員２名、区 

職員３名） 

（４）テーマ 

   地区防災計画の再点検 ～避難生活のはじまりから終わりまでを見直そう～ 

（５）実施内容 

①開会 あいさつ 九品仏まちづくりセンター 所長 高雄正治郎 

    ②防災講演会『「地区防災計画の再点検」～避難生活のはじまりから終わりま 

でを見直そう～」』 

     講師：世田谷ボランティア協会  横山 康博 理事長 

    ③グループワーク 

「避難所生活を自立的なものにするため、 

 避難者自らがどのような役割を担うのかを考える」 

    ④グループ発表・講評 

    ⑤閉会 アンケート記入 

（６）成果物 

・レジュメ 

・写真 
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講演要旨 

・初めに、地区防災計画を立案する意味は、地区の防災意識を高め、災害に強いまち

づくりをする、ということであると確認した。続いて、災害に強いまちとはどうい

うまちかということについて、具体例とともに説明があった。要約すれば、しっか

り備えて防災・減災し、ダメージの少ない避難生活ができるまち、素早い再建がで

きるまちということになる。 

・その後、発災から避難生活の流れと題して、避難所生活、在宅避難、遠隔避難等の

様々な避難生活の全体像の説明があった。またそれに関連し、自分自身が被災した

場合は、どういった避難生活を送ることになるかということについて、事前に考え

ておく必要性を強調された。 

・指定避難所での自立的集団生活とは何かということについて、避難者と避難所運営

委員の違いを明確に認識することを強調された。端的に言えば、避難者はお客様で

はなく、避難所で生活を営む者、避難所運営委員は避難所を管理・運営する者であ

る。その上で、避難所の生活ルールに基づいた避難所生活が営まれるよう、避難所

運営を行うことが重要ということだった。 

 

グループワーク要旨 

 初めに個人ワークを行い、各人が関心の高い防災の取り組みを考え、それを基にグ

ループで話し合う中で、地区の課題を抽出していった。 

 次に、グループワークで①避難所生活の中で避難者の共同参加で行うことができる

ものは何か、②それを当番制で行う方法とは何かについて、検討を行った。 

 

以下、各グループによる発表内容要旨。 

・①あらゆる部分を共同参加で行うのが望ましい。ガードマン的な役割を担う人が

必要。 

 ②役割分担をしっかり行った上で分担する。行政との情報連絡も重要。 

 

・①避難所運営委員の役割を、避難者に認識してもらうことが初めに必要。その後

一緒に考えていく。 

 ②仕事の偏りがないよう、分担という意識を持つ。避難者グループを住所あるい

は顔見知りで分ける。中高生に参加してもらう。どんな人が避難してきているか、

各避難者は何ができるのかをヒアリングで明らかにし、リーダー役をつくる。 

 

・少しずつ各家庭で在宅避難の準備が整えられている。耐震に興味があるという意

見が出た。 

① 清掃、パトロール、食事、物資配布、物資受入れ・整理 
② 避難者に対して避難所生活に主体的に参加するよう、依頼をする。その際、
仕事を決めて必要な人数、グループを決める。行いたい仕事について、希望
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を募る。その希望人数が少ないところは募る。定期的にシフト見直し（避難

所を出ていく避難者も相当数いる）をし、若者参加促進も行う。 

 

・①掃除、調理、配布・配食、トイレ、パトロール、避難者の意見を聞く。 

みんなで話し合って不安を取り除く。 

③ 避難者への仕事の割振りについて、仕事の希望を募ると、偏りが生じるから
難しいかもしれない。 

質問 ボランティアはどんなことができるか。 

 

講評 

ボランティアはどんなことができるかへの回答。 

→ 清掃、配給、パトロールなどはたしかに代表的。しかし、そもそも物資

を配るというのは避難所運営委員の仕事（管理）。物資の受け取りが避難者の

仕事。それを踏まえて、避難者の受け取りの方法をどうするかが肝要。また、

住所が同じ避難者同士で班を作って役割をこなすというのも一つの手である。 

 ボランティアは基本的にはなんでもやる。ただ、命にかかわるような危険

なことは行わない。また、事業者がやることはやらないという不文律がある。

（事業者の仕事を取ってしまわないため。） 

  

質問 以前サテライトで募集するボランティアは、避難所の外での支援活動

に携わり、避難所運営のお手伝いはしないと聞いたが本当か。 

→ サテライトで受け付けたボランティアは避難所支援、在宅避難者への支

援両方に携わる。 

 

総括として、避難所での生活は避難所運営委員の管理・運営のもと、お互い

協力し合い、避難者自身で生活を営む。避難所が最終地点ではない。情報共

有を大切にし、一早く避難所生活から少しでも快適な生活に戻れるように、

意識を持つ。 

・情報共有を大切にすること。 

・毎日ミーティングをすることが望ましい。 

① 在宅避難に移行するための疑問・解決策を共有すること 
② 災害関連死を減らすための情報共有 
③ ボランティア支援の情報共有 
④ 物資支援に関すること 
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日　付 令和6年4月12日

地　区 九品仏

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 8 12

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 2 2 6 8 2

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 3 3 1 7 4 2

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 2 4 7

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 2 13 1 2

数 数

2 3

1 2

2 10

10

数 数

9 8

5 8

3 3

7

9

7　東日本大震災の経験を踏まえ、平成25年の災害対策基本法の改正に伴い、「地区防災計画制度」が創設されました。

　  本制度の内容をご存じですか。

数 数

7 3

2 4

3

・同じテーブルの方と有意義な意見交換ができました

・まだ地域の人々と話し合いが不十分と思う

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

・知らない事の学びが多かった

・避難所運営が具体的でわかりやすかった

・時間がやや不足

・八幡小、八幡中の現状を聞かせてもらった

・意見交換が、みなそれぞれ考え経験などを詳しく述べていたので

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

1

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①令和元年度（平成３１年度）以前

2

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他（地域共生社会の実現に向けた施策、堅苦しく
なく楽しそうなイベントを開催する）

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。 ⑤全く知らない。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

165

169



8　今まで「防災塾」で皆様が議論した内容は、「地区防災計画」として取りまとめられ、

　  平成29年3月に世田谷区のホームページに公開されていますが、ご存知でしたか。

①知っていた ②知らなかった

数 7 10

数 数

8 3

4 4

4 5

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 8 9 1

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

・もう少し時間を短くしてもらいたい。最初の講義（パワポ部分）は３０分で、具体的な話を中心にお願いしたい。

・在宅避難ができた上で避難所運営のお手伝いができるとよいと思います。もう少し時間を短くして頂くとありがたいです。

・気がつかなかった事がたくさんあり勉強になりました。グループの話で各地域で少しずつ違いがあり興味深く話を聞きました。繰り返し勉強、訓練を
したいです。

・防災塾に参加して災害への意識が高まりました。普段あまり考えつかないことを考えたり教えていただきたくさんの方々が参加するともっと意識が変
わると思います。

・横山様の実体験に基づいたお話が大変有意義でした。ワークシートは、書き方に迷う様式でもうひと工夫していただきたいと思います。

＜その他＞

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理
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防災塾 実施報告書 

 

玉川総合支所地域振興課 

等々力まちづくりセンター 

 

（１）実施日時 

令和６年２月４日（日曜日）午前１０時～午前１２時 

（２）場所 

尾山台中学校 体育館 

（３）参加人数 

４５人（町会・自治会、避難所運営委員、区民防災会議委員、学校関係者、ＰＴＡ・おや

じの会、福祉事業者） 

（４）テーマ 

   災害リスクに備えた地域協働の防災活動 

（５）講師 

   国立研究開発法人 防災科学技術研究所 李 泰榮 氏 

（６）実施内容 

①開会あいさつ  等々力地区区民防災会議 会長 大平 哲之 

   ②講義「災害リスクに備えた地域協働の防災活動」 

    ・防災活動のすすめ 

     自治会や自主防災組織など、地域コミュニティが取り組む防災活動の考え方と進め

方を学ぶ。 

    ・地域の災害危険性 

     ハザードマップや地域防災計画などの各種情報を活用し、地域で起こりうる様々な

自然災害の危険性を調べ、理解する。 

    ・地域の防災活動 

     全国の地域防災に関する課題や取り組み事例から、地域コミュニティが協働して取

り組む防災活動を学ぶ。 

   ③アンケート 

   ④閉会あいさつ  等々力地区区民防災会議 理事 石垣 康裕 

   

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）成果物 アンケート集計表 

講義の様子 
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日　付 令和6年2月4日

地　区 等々力

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 34 5 1

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上 未記入

数 6 4 14 14 1 1

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 9 2 3 7 1 1 8 2

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 － － 26

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 2 13 11 10

数 数

30 7

22 5

17

23

数 数

10 15

12 16

8 11

14

14

数 数

7 18

6 3

7

①知っていた ②知らなかった

数 7 29

3

⑤全く知らない。

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。 ⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①令和元年度（平成３１年度）以前

22

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他（地域に則した具体的な話し合い等）

・グループワークなどを行い、各地区における課題共有を行い、地区内のPDCAを行った方が良い気がします。

・他地区の防災訓練等、参考になったが、議論は行わなかったため。

・講演会でしたので、議論はなかった。

・先生の具体的な事例を基にした講義が参考になりました。
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数 数

17 13

12 12

16 14

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 20 17

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

＜その他＞・指定避難所での炊き出し、宿泊などの訓練（楽しく学べるイベント）

・新規住民（若い世代）を防災計画に取り込む方法を知り、実行したい。

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

・提案された問題点、疑問点について、その後の進捗状況を発信してもらいたい。

・防災訓練等に子どもを巻き込んで保護者の参加を増やすのは良いアイデアだと思う。自治会の役員は高齢者が多く、災害時にはやはり若い力が必要。

・各町会の課題、今後行っていく長期短期の目標設定を行った方が良いと思います。
　また、要援護者に対しての支援も同時に考えていく必要もあると思います。

・とてもためになる李さんの講義でした。

・地域特化で意見や知恵を出し合える場があれば良いと思いました。参加者同士の顔見知りとなる場になれば、いざという時に助け合えるつながりが
　できると思うので、そのような時間もあると良かったです。

・課題や危険性だけではなく、各地域で具体的に住民がどう動いたらいいか、行政がどう動くのか見える化した内容に充実を図っていけると良い。
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防災塾 実施報告書 

 

玉川総合支所地域振興課 

上野毛まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和５年１２月１４日（木曜日）午前１０時～１２時 

 

（２）場所  上野毛地区会館 大会議室 

 

（３）参加人数 ２７人（地区住民２２名、講師１名、事務局４名） 

 

（４）テーマ 

   水害への備えと水害からの再建 

 

（５）実施内容 

①開会挨拶 

    ②講義「水害への備えと水害からの再建」 

      （せたがや防災ＮＰＯアクション 宮崎 猛志 講師） 

③グループワーク「上野毛地区版水害啓発リーフレットの検討」 

    ④発表と講評 

    ⑤閉会挨拶 

 

（６）成果物 

・レジュメ 

・記録写真 

・アンケート集計 

 

【講師による講義 要旨】 

・今年の水害 

・水害のメカニズム 

・マイタイムライン 

・水が引いた後、家屋の復旧と生活再建に向けてやること 

 

【グループワーク】 

 町会ごとに、水害啓発リーフレットに優先・重点的に載せるべき内容を話し合い、

全体で発表・共有。 

 グループワークで出た意見等を踏まえて、事務局で上野毛地区版水害啓発リーフレ

ットの作成を検討する。 
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【当日の様子】 
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